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I(1)z/=諾に対してIJ=z+A+金となる定数A,Bを求めましょう．
(2)!/'を求めてりの増減表を求めましょう．

(3)釘→－1士0,〃→士“の極限を求めて， yのグラフを描きましょう．
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~、'~‘1 I．夫，
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なのでy=z－1が漸近線となる．グラフは以下のようになる．
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逆関数定理
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S<℃～』 ;Ls

afunctiong: [AB]->

はIA,BI上で連続である
is狭義の増加関数j.e.
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(i)g

(ii)9
ヘ

A<s<t<B

このときgの逆関数

9-' : [g(A),g(B)]→R

が存在して[g(A),g(B)}上で連続となります．
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指数関数の連続性(2)
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指数関数の連続性(3)
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補題2は補題1から導けます．

任意の正数E>0に対して自然数ⅣENが存在して舟<Eとなります．
このとき6＝尚とすると

a + a

-E<－－<at-1<g<E
n /7

-6<t<6 =>

これはg(t)=a[がt=0で連続であることを意味します．
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上に有界な単調増加数列の収束

心

-，定瑚

無限数列aO7al732, . . .は単調増加である

「~_一

とします: q,､
（刊

aO≦al≦a2≦・ ・ ・≦an≦an+1≦・ ・ ・

さらに{an}は上に有界であるとします：正数M>0が存在して

an≦M (n=0,1,2,3,…）

このとき{an}は収束します． ’
，
；

…宙■■碑 ,弓 ．謡心霊輔坤一土…… 謡 …､蕊群､……蕪可鼎 凸b寺 qJ…西口b己 卜弱工旺､弔奉……

Theproofofthetheoremishighlytranscendental .Wearegoingtowork

ontheassumptionofit. IR、曳備‘吹
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ネピアの数一ファイナンス（1）

1単位の資金を年利率r>0で銀行に預金します．

利子を4半期ごとに計算すると1年後に元利合計は

(ﾙ崎)‘
利子を毎月計算すると1年後に元利合計は

12

）
r

l2('十
利子を毎日計算すると1年後に元利合計は

('+志)3“

ケ

礎蕊伽離窪冒蕊騨職#錘＃鵜： ネピアの数e 11/19

鴬 蕊蕊鑑：
瀧舞蕊懲燕鑑

ネピアの数一ファイナンス(2)

Compcundingoftheinterestingenera;

利子計算を同じ長さの、期間で行うと元利合計は

(1－患)”
となります． さらに連続的に実行すると元利合計は

('+云)” ==erl im
m->+oc
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